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設計年月日
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ー

原図サイズ　Ａ１

市立上溝中学校Ｂ棟屋上防水修繕
共通特記仕様書(建築工事)

特

０１

Ⅱ．工事契約関係 

2-1　工事区分

共通特記仕様書

　施工体系図の作成

　受注者は、下請契約を締結したときは、施工体制台帳を作成し

現場に据え置かなければならない。

　また、併せて施工体系図を作成し、工事関係者が見やすい場所

及び公衆が見やすい場所に掲げなければならない。

　設計図書に疑義が生じた場合は、監督員と協議を行い承諾を

得てから施工を行う。

2-2　施工体制台帳及び

2-3　質疑に対する協議

2-4　施工図等

　・火災保険

　　火災保険等の内容にについては、次のとおりとする。

　　　 とする。ただし、総括（包括）契約の場合には、イ～カが

　　　 確認できる保険会社発行の証明書等を監督員に提出すること。

　　ア 保険の契約方法は、個別契約又は総括（包括）契約のいずれ

　　　 かとする。ただし、総括（包括）契約の場合には、イ～カが

　　イ 被保険者は、発注者、受注者及び全ての下請負等を含めた

　　　 工事関係者とする。

　　　 確認できる保険会社発行の証明書等を監督員に提出すること。

　　ウ 保険の種類は、「普通火災保険」「建設工事保険」

　　　 「組立保険」のいずれかとする

　・保険加入の義務

　　オ 保険の対象は、当該工事請負契約の対象となっている工事

　　　 全体（工事目的物及びその材料並びに工事用仮設物など）

　　　 とする。

　　カ 保険の保険金額は、請負金額とする。ただし、火災保険に

　　　 ついては杭工事部分に相当する金額を除くことができる。

　　エ 保険期間は、工事着工の日から工事目的物引渡しの日までと

する。

　　（消防計画を変更する場合も同様とする）

　　場合、受注者はその作成に協力すること。

　　消防法施行規則第３条に基づき消防計画を作成する必要がある

　・消防計画

　　受注者は、雇用保険法、労働者災害補償保険法、健康保険法

　　及び中小企業退職金共済法の規定により、雇用者等の雇用形態

　　に応じ、雇用者等を被保険者とするこれらの保険に加入しなけ

ればならない。

　・近隣等への工事の周知を行うこと。

※工事を修繕と読み替えるものとする。(５.設計図書の適用は除く。)

１．工事名称

２．工事場所

３．建物概要

（７）埋蔵文化財包蔵地　・該当　　　　・非該当

Ⅰ．工事概要 

名称　市立上溝中学校Ｂ棟屋上防水修繕

相模原市中央区横山５－１９－５４

（１）建物名称　市立上溝中学校Ｂ棟、昇降口

（２）構造　Ｂ棟：ＲＣ造３階建、昇降口：ＲＣ造平屋建

（３）延床面積　Ｂ棟：2,191㎡、昇降口：153㎡

（４）敷地面積　約57,322㎡

（５）用途地域　第一種中高層住居専用地域

（６）防火指定　準防火地域

・音や振動が発生する作業については、土日、祝日、授業終了後等、

　授業の行われていない時間帯に行うこと。

　また、その他の作業についても学校運営に支障がないように計画し、

　監督員及び学校と調整を行い作業を行うほか、粉塵・ほこり等に

　よって学校が汚れないよう必要に応じて清掃を行うこと。

・仮囲い、資材置場、工事車両位置は事前に学校と調整を行うこと。

・着手時期

４．工事内容 Ｂ棟校舎・昇降口屋上防水修繕

　　最徐行すること。

　⑥駐車スペースからの発進時は、車両周辺の前後左右の安全確認

　　を行うこと。

５．設計図書の適用

（２）特記仕様書

（３）図面

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

６．施工条件 ・工事作業時間は、原則8：30～17：00とし、詳細については、学校

　及び監督員と協議すること。

・学校敷地を車両が出入りするとき又は学校敷地内を車両が通行する

　①学校敷地内は最徐行すること。

　場合は、次の事項を厳守し、児童の安全対策を十分に行うこと。

　②原則、児童の登下校時及び休み時間は通行しないこと。やむを

　　得ず通行する場合は、受注者（現場代理人等）の了解を得ること。

　③渡り廊下を通過する前には必ず一時停止し、前後左右の安全確認を

　　行うこと。

　④同乗者がいる場合は、１人が車両から降りて先導すること。

　⑤同乗者がいない場合は、事前に学校内にいる人（現場代理人等）に

　　連絡を入れ先導してもらうか、ハザードランプを点灯させて、

（１）質問回答書（（2）から（4）までに対応するもの）

ただし、提出物については2-18 提出物に示すものとする。

⑦塗料及び洗浄水等は、学校敷地内外の汚水管・雨水管・側溝・地面 

 へ流す行為は行わないこと。 

 ⑧排水は法令及び施工計画書に基づき、適切な方法で処理すること。 

空気調和設備工事等に分割して発注する場合の区分表は、別添「工

　工事目的物を建築工事、電気設備工事、給排水衛生設備工事及び

事区分表」による。

　1　受注者は施工に先立ち、工事に関連する部分の実測を行った

上で設計図書との照合を行い、所定の寸法が確保できることを確認

する。なお、寸法等の変更を要する箇所が生じた場合には監督員に

報告するとともに、施工図、製作図等を作成し監督員の承諾を受け

ること。

承諾を受けること。

　2　製作、発注物品の同等確認等は製作・発注前に必ず監督員の

　3　施工上の納まり、取合い等の関係で簡易な調整を行う場合は、

監督員との協議による。

　　

1　特定元方事業者の指名（【特定元方事業者の指名】参照）

　【特定元方事業者の指名】

・特定元方事業者の指名「有り」と明示されたものに適用する。

　・市は労働安全衛生法第３０条第２項の規定に基づき、

　　本工事受注者を特定元方事業者に指名することがあり、

　　指名された受注者は同条第１項に規定する措置を講ずること。

　　指名されなかった受注者は、指名された受注者に協力すること。

2　その他

　・騒音規制法を遵守すること。（工事中遵守すべき法令・条例）

　・低騒音型・低振動型建設機械

　　建設機械の「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程」

　　「排出ガス対策型建設機械指定要領」の遵守が適用られたもの

　　に適用する。

　　受注者は、建設工事に伴う騒音振動対策技術指針（建設大臣官

　　房技術参事官通達昭和62年3月30日改正）によって低騒音型

　　低振動型建設機械を設計図書で使用を義務付けている場合には、

　　低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定（国土交通省

　　告示、平成13年4月9日改正）に基づき指定された建設機械を

　　使用しなければならない。ただし、施工時期・現場条件等によ

　　り一部機種の調整が不可能な場合は、認定機種と同程度と認め

　　られる機種は又は対策をもって協議することができる。

2-8　事前準備等

　　・　有り　　　　　　・　無し

2-7　発生材の処理等

に関連する工事の関係者と調整のうえ、実施工程表を作成し、監

　2　実施工程表には、月毎の予定進捗率（％）を併記する。

督員の承諾を受ける。なお、契約金額が5,000万円以上の工事の実

施工程表は、原則ネットワーク手法による。

　1　受注者は、工事の着手に先立ち、別契約を含む施工上密接

　1　工事（工程）写真

（1）工事（工程）写真については、営繕工事写真撮影要領　工事

部監修）に準拠すること。

上記により難い場合、監督員と協議し決定すること。

して見開きで比較できるよう整理する。

（2）解体工事にあたっては、上記に加え地下埋設部分の施工写真

を添付する。

（1）工事着手前と完成後を同じアングルで撮影し、完成写真帳と

写真撮影ガイドブック　各工事編（国土交通省大臣官房官庁営繕

　2　完成写真（契約条項第32条に基づく工事完成届に添付）

2-5　実施工程表の提出

2-6　工事写真

廃棄物管理表（紙マニフェスト）で管理した場合は、A票及びE票が

スト）または電子マニフェストにより管理するものとする。産業

年法律第137号）」において定める産業廃棄物管理表（紙マニフェ

　受注者は、関係法令に従い、受注者の責任において処分を行う

ものとする。また、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45

「建設副産物適正処理推進要綱」による。

　（1）建設副産物（コンクリート・アスファルト塊・路盤材）

　1　建設副産物

　2　発生材

管理した場合は、運搬終了報告、処分終了報告、最終処分終了報告

送付され次第、その原本を監督員に提示する。電子マニフェストで

の通知が届き次第、その原本を監督員に提示する。

（４）■公共建築工事標準仕様書（令和7年版）

■公共建築改修工事標準仕様書（令和7年版）

□公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和7年版）

□公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和7年版）

□公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（令和7年版）

□公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（令和7年版）
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□公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（令和7年版）

□公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（令和7年版）

遺跡No（ 　　No.125    　   ）

2-9　環境への配慮

■公建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）

■建築工事標準詳細図（令和4年版）

　1　使用する材料及び施工方法については、室内環境に配慮した

選定を行い、室内環境に影響を与える可能性のある材料等について

は、監督員の指示により、その物性等の確認できる資料を提出する。

年法律第100号。以下「グリーン購入法」という。）により、環境

負荷を低減できる材料を選定するように努める。

よる健康への影響に配慮する。

　2　国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12

　3　使用する材料の選定に当っては、揮発生有機化合物の放散に

　4　工事に使用する材料は、石綿を含有しないものとする。

工種 指定する材料 備考

防水工事 ｼｰﾄ防水、ｳﾚﾀﾝ塗膜防水

ること。

る材料以外のもので監督員が必要と認めた場合は材料検査を受け

料については監督員の材料検査を受けるものとする。また、指定す

た仕様と適合していることを確認する。このうち、次に指定する材

　受注者は、材料の現場搬入の際、当該材料が設計図書に定められ

　   　

　2　設計図書に定めのある材料については、材料の品質及び性

能を有することの証明となる資料を監督員へ提出し、あらかじめ

承諾を受けること。

　1　本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能を

有するものとし、設計図書に定めのない材料は、当該現場で使用

するほかの材料と比べてバランスの取れた材料とすること。なお、

材料は、製造工場により品質管理がなされたものとする。

　(2)　あらかじめ、監督員の承諾を受けた材料を使用する場合

　(4)　「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　建築材料等評

　3　設計図書において、指定された材料・製品等については、指

定された材料・製品等を使用すること。ただし、種々の関係から

やむを得ず同等以上の材料とする場合で、あらかじめ、材料の品

質、性能等の証明となる資料等を示し、監督員の承諾を受けた場

合は、この限りではない。

価名簿（契約時の最新版）」に記載されている評価材料を使用す

る場合（特記等で公共建築工事標準仕様書・公共建築改修工事標

は除く。）

準仕様書の規定に基づく品質及び性能以外の材料を規定した場合

る場合

　(3)　設計図書により指定された材料、製造者の製品を使用す

はＪＡＳのマーク表示があるものを使用する場合

　(1)　設計図書に定めるＪＩＳ又はＪＡＳの材料で、ＪＩＳ又

ない。

　ただし、下記の（1）～（4）に該当する場合は、この限りでは

2-10　材料の品質等

2-11　材料検査

数量等は、以下による。

　受注者は、完成時に提出すること。なお、各物品の適用及び

建築物等の維持管理に関する説明書

各種保証書・検査書及び成績表

機器取扱い説明書

機器性能試験成績書

・2-16による

　工事名称を記すこと。

※屏風製本は正面及び背表紙面に

納品部数・引渡し物品　

・（　　）部

・（　　）部

・（　　）部

・（　　）部

・（　　）部

・（　　）部

・（　　）部

備品等　（　　　　　　　　）

官庁関係届出書類

工事関係者一覧表

竣工写真

その他 ・CAD、PDFデータの提出　※CD等による

・引渡し図面

（　　）

（　　）

・（　　　　）

部数（　）部部数（　）部

部数（　）部部数（　）部

原図サイズ 屏風製本

完成図(縮小版)

完成図

完成図の

記入内容　　　

※(表1.7.1)【表1.8.1】による

2-12　引渡し物品等

2-13　足場

１

　足場の組立、解体、変更の作業は、手すり先行工法により行うと

ともに、使用時には、枠組み足場（妻面を除く）にあっては、交さ

筋かい＋幅木等＋上さん等（各両側）、枠組み以外の足場（枠組み

足場の妻面を含む）にあっては、手すり等＋中さん等＋幅木等（原

則各両側＋妻側）の機能を有するものを設ける又はこれらと同等以

上の措置を講じるものとする。

　なお設置については、「手すり先行工法による足場の組立て等に

関する基準」における「手すり据置方式」又は「手すり先行専用足

　上記により難い場合は、監督員との協議による。

場方式」により行うこと。

　足場を設ける場合は、原則として「手すり先行工法等に関する

ガイドラインについて（厚生労働省　令和5年12月26日）」の

「手すり先行工法等に関するガイドライン」による足場

(手すり先行専用足場又は枠組み足場又はくさび緊結式足場)とする。　

　1　工事現場には、公衆が見やすい場所に次の事項を記載した工事

看板を表示する。

（1）工事名称　（2）工事期間　（3）受注者及び連絡先

（4）現場代理人氏名及び連絡先　（5）工事概要

（6）発注者及び連絡先　（7）工事監理者及び連絡先

　2　工事現場が複数にわたる場合にも、各現場に設置するものとす

る。ただし、これにより難い場合は監督員との協議による。

2-14　工事看板

電気保安技術者の配置については、以下による。2-15　電気保安技術者

・ 配置する ・ 配置しない

2-16　設計変更 　1　設計図書の内容の一部を訂正・変更（以下「設計変更」とい

設計変更ガイドライン（相模原市）」によるものとする。

う。）により契約変更が必要となった場合には、契約条項第24条

　2　設計変更の具体的な考え方等については、「相模原市請負工事

又は第25条の規定により手続きを行うこと。

主任技術者等

　受注者は、現場代理人及び工事現場における工事の施工の技術上

の管理をつかさどる主任技術者等（建設業法第26条第2項の規定に

該当する場合には監理技術者、同条第3項の工事の場合には専任の

主任技術者又は監理技術者、同条第3項第2号に規定する監理技術

者補佐、同条第26条の2の工事の場合にはそれぞれ行うことができ

現場に置き、その氏名・資格を発注者に示さなければならない。

る同条に規定する専門技術者をいう。以下に同じ。）を定めて工事

現場代理人及び　主任技術者等を変更したときも同様とする。

　受注者は、以下に定める書類を作成し、監督員に提出すること。

　なお、以下に定める書類のほか、監督員が必要と認める場合は

この限りでない。

備考提出書類

・屋上防水修繕に係る耐風圧計算書 ディスク割付図共

2-18　提出物

・工事写真 着手前・施工中・完成

2-17　現場代理人及び

□公共建築木造工事標準仕様書（令和7年版）

　現場工期：令和８年１０月１日から令和９年３月２日



ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

ー

市立上溝中学校Ｂ棟屋上防水修繕 ０１
改修特記仕様書（１）

改特

押え金物の材質、形状及び寸法 （3.3.2） 屋根露出防水断熱工法に用いる断熱材

　※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度　・（　　　） （硬質ウレタンフォーム断熱材２種１号又は２号の場合、

　透湿係数を除く、JIS A 9521の規格に準ずるもの）

屋根保護防水断熱工法に用いる断熱材 　種類（　　　）　厚さ　・25mm　・50mm　・（　　　）

　厚さ　・25mm　・50mm　・（　　　）

（3.3.4） （屋根露出防水絶縁断熱工法の場合）

絶縁用シートに使用する材料　　・（　　　） ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

　※（Ａ－１～Ａ－３又はＢ－１～Ｂ－３の場合） 　※図示　・（　　　）

　　ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上

　※（ＡＩ－１～ＡＩ－３又はＢＩ－１～ＢＩ－３の場合） 屋上排水溝の適用　・図示　・（　　　）

　　フラットヤーンクロス（70g/㎡程度）

・屋内防水密着工法　施工箇所（　　　）

平場の保護コンクリートの厚さ　・（　　　）（3.3.5） （3.1.4） 　　（改修工法）・Ｐ１Ｅ　・Ｐ２Ｅ

　※（こて仕上げの場合）水下で80mm以上 （表3.3.10） 　　（防水層種別）・Ｅー１　・Ｅ－２

　※（床タイル張り等の仕上げの場合）水下で60mm以上 　工程３の適用　（種別Ｅ－１の場合）

（こて仕上げの場合）仕上りの平たんさ　・a種　・b種　・c種（表8.1.5） 　　・有（※貯水槽、浴槽等の常時水に接する部位　・（　　　））

　　・無

（3.3.5） 立上り部の保護の適用　・有　・無

　工法　・コンクリート押え　・モルタル押え （3.2.6） ・既存下地の処理

　　　　・乾式保護材　・れんが押え 補修箇所の形状　　補修箇所の長さ　　補修箇所の数量

（3.3.2） 　　乾式保護材の材料　・窯業系パネル　・金属複合版 ・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

　　乾式保護材の保護方法　・（　　　） ・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

　　　※防水工事材料の製造所の仕様による （3.3.3） 保護層の新設　・有（厚さ　　　）　・無

（3.3.2） 　　れんが押えのれんがの材料　　・（　　　） 　※こて仕上げの場合、水下で80mm以上

　　床タイル張り等の仕上げの場合、水下で60mm以上

（3.3.5） 屋上排水溝の適用　・図示　・（　　　） （3.3.2） 押え金物の材質、形状及び寸法

　※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度　・（　　　）

・屋根露出防水工法

（3.1.4） 　・屋根露出防水密着工法　施工箇所（　　　） （3.3.5） 屋上排水溝の適用　・図示　・（　　　）

（表3.1.1） 　　（改修工法）・Ｍ４Ｃ

（表3.3.7） 　　（防水層種別）・Ｃー１　・Ｃ－２　・Ｃ－３　・Ｃ－４ 5　改質アスファルト ・屋根露出防水工法

　・屋根露出防水絶縁工法　施工箇所（　　　）  　シート防水 　防水層の種別

（表3.1.1） 　　（改修工法）・Ｍ３Ｄ　・Ｐ０Ｄ 　・屋根露出防水密着工法　施工場所（　　　）（3.1.4）

（表3.3.8） 　　（防水層種別）・Ｄ－１　・Ｄ－２ 　　（改修工法）・Ｍ４ＡＳ（3.3.3）

　・屋根露出防水絶縁断熱工法　施工場所（　　　） 　　（防水層種別）・ＡＳ－Ｔ１　・ＡＳ－Ｔ２　・ＡＳ－Ｊ２（表3.4.1）

（表3.1.1） 　　（改修工法）・Ｐ０ＤＩ　・Ｍ３ＤＩ　・Ｍ４ＤＩ 　・屋根露出防水絶縁工法　施工場所（　　　）（3.3.3）

（表3.3.9） 　　（防水層種別）・ＤＩー１　・ＤＩ－２ 　　（改修工法）・Ｍ３ＡＳ　・Ｐ０ＡＳ

（表3.4.2） 　　（防水層種別）・ＡＳ－Ｔ３　・ＡＳ－Ｔ４　・ＡＳ－Ｊ１

（3.2.5） 改修用ルーフドレンの設置（Ｐ０Ｄ工法、Ｐ０ＤＩ工法の場合） 　・屋根露出防水絶縁断熱工法　施工場所（　　　）（3.3.3）

　・有　・無 　　（改修工法）・Ｍ３ＡＳＩ　・Ｍ４ＡＳＩ　・Ｐ０ＡＳＩ

（表3.4.3） 　　（防水層種別）・ＡＳＩ－Ｔ１　・ＡＳＩ－Ｊ１

（3.2.6） ・既存下地の処理

補修箇所の形状　　補修箇所の長さ　　補修箇所の数量 （3.2.5） 改修用ルーフドレンの設置

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　） 　（Ｐ０ＡＳ工法、Ｐ０ＡＳＩ工法の場合）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　） 　・有　・無

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

4　アスファルト防水 ・屋根保護防水工法 （3.2.6） ・既存下地の処理
（3.1.4） 　・屋根保護防水絶縁工法　施工箇所（　　　） 既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去 補修箇所の形状　　補修箇所の長さ　　補修箇所の数量
（表3.1.1） 　　（改修工法）・Ｐ１Ｂ　 （Ｍ４Ｃ、Ｍ４ＤＩ工法の場合） ・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）
（表3.3.3） 　　（防水層種別）・Ｂー１　・Ｂ－２ 　・有（デッキブラシ等で水洗いを行う）　・無 ・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

　・屋根保護防水密着工法　施工箇所（　　　）
・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

（表3.1.1） 　　（改修工法）・Ｐ２Ａ
（3.3.2）

（表3.3.6） 　　（防水層種別）・Ａー１　・Ａ－２　・Ａ－３
既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去

　・屋根保護防水絶縁断熱工法　施工場所（　　　）
（Ｍ４ＡＳ、Ｍ４ＡＳＩ工法の場合）

（表3.1.1） 　　（改修工法）・Ｐ１ＢＩ　・Ｔ１ＢＩ
　・有（デッキブラシ等で水洗いを行う）　・無

（表3.3.4） 　　（防水層種別）・ＢＩー１　・ＢＩ－２

　・屋根保護防水密着断熱工法　施工場所（　　　）
（3.4.2） 改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

（表3.1.1） 　　（改修工法）・Ｐ２ＡＩ
（表3.3.7） 仕上塗料の種類及び使用量 　※【表3.4.1～表3.4.3】による

（表3.3.5） 　　（防水層種別）・ＡＩー１　・ＡＩ－２　・ＡＩ－３
（表3.3.8） 　　種類（　　　） 　・種類（　　　）　厚さ（　　　）

　　使用量　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定による 粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ
（3.2.6） ・既存下地の処理

　　　　　　・（　　　） 　※【表3.4.1～表3.4.3】による
補修箇所の形状　　補修箇所の長さ　　補修箇所の数量

（3.3.2） 押え金物の材質、形状及び寸法 　・種類（　　　）　厚さ（　　　）
・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

　※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度　・（　　　）
・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

仕上塗料の種類及び使用量【表3.4.1】
・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

　種類（　　　）【表3.4.2】（3.3.3） 脱気装置の種類及び設置数量

　使用量　※改質アスファルトルーフィングの製造所の指定による【表3.4.3】（屋根露出防水絶縁工法、屋根露出防水絶縁断熱工法の場合）

　　　　　・（　　　）（3.3.2） 改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　 　　種類　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定による

　※【表3.3.5～表3.3.6】による 　　　　　・（　　　）

　・種類（　　　）　厚さ（　　　） 　　設置数量※アスファルトルーフィング類の製造所の指定による

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ 　　　　　　・（　　　）

　※【表3.3.3～表3.3.4】による　　

　・種類（　　　）　厚さ（　　　）

2 1　足場等
建築工事　改修特記仕様書

仮
設
工
事

（2.2.1）

　　保護ｼｰﾄによる養生　※ 行う　・ 行わない

　　　設置範囲　※図示　・（　　　）　Ⅰ.共通事項
（2.1.3） 　　騒音、粉じん等の対策　・行う　・行わない

（１）図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の 　　　対策の方法　・防音パネル　・防音シート

　　　仕様書等のうち、共通特記仕様書に□を付けたものを適用する。 　　　設置範囲（防音パネルの場合）　・（　　　）

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、それぞれの工事特記仕様書

　　　を適用する。 ・内部足場　設置範囲（　　　）

（３）本特記仕様書の表記 　種別　 ※脚立、足場板等　・（　　　）         

　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　２）特記事項は、○・  印の付いたものを適用する。 （表2.2.1） 　材料、撤去材等の運搬方法

　　　　○・  印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。 　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種  ・Ｅ種

　　　　○・  印と ※ 印の付いた場合は、○・ を優先する。

　３）特記事項に記載の表示について、（     ）内表示番号は公共建築工事標準仕様書

　　【　】内表示番号は公共建築改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。 2　既存部分の養生

（2.3.1） 　　方法　※ビニルシート、合板等　・（　　　）

・既存家具、設備等の養生　　範囲（　　　）Ⅱ.工事契約関係
　　方法　※ビニルシート等　・（　　　）

1 1　適用区分 ・建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の ・既存ブラインド、カーテン等の養生　　範囲（　　　）

各
章
共
通
事
項

　　方法　※ビニルシート等　・（　　　）　　 　条件を用いる。

　・風圧力・ 32ｍ/秒（旧津久井、相模湖、藤野） 　　保管場所　・図示　・（　　　）

　　　　　・ 34ｍ/秒（その他地域） ・固定された備品、机、ロッカー等の移動

　　風速（Vo=　　 m/s） 　　移動する物（　　　）

　　地表面粗度区分（　・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ）　 　　移動先（　　　）

　・積雪荷重 　　

3　　※  垂直積雪量　・ 40㎝(旧城山、津久井、相模湖、藤野) 1　施工一般 降雨等に対する養生方法

防
水
改
修
工
事

　　　　　　　　　　・ 35㎝(旧市域) （3.1.3） 　※【3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)】による。 ・（　　　）

2　環境への配慮 （１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の 2　既存防水の処理 既存保護層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　　） 

　　　品質及び性能を有すると共に、次の①から④を満たすものと （3.2.3） 　　　　　　　　　・行わない

　　　する。 （3.2.4） 既存防水層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　　） 

    ① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板 　　　　　　　　　・行わない

（3.2.6） 露出防水層表面の仕上げ塗装除去 　     積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、

　　・行う（・M4AS　・M4ASI　・M4C　・M4DI　・L4X） 　     ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

　　・行わない　     塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散

　     しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する

3　既存防水層下地の　     「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用す

　   　 処理 P0S工法及びP0SI工法（機械式固定方法）の既存保護層を撤去し防水　     る。

    ② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベン （3.2.6） 層を非撤去とした立上り部等の補修及び処置 

　     ゼンの含有量が少ない材料を使用する。 　※【3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による　・（　　　）

    ③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸

       ジ－２－エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を 架台回り等の処置

       除く）が添加されていない材料を使用する。 ※図示　　・（　　　）

    ④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の

       什器類は、ホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチ

       レンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用した

       ものとする。

（２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に

    　おいて、「規制対象外」とは次の①又は②に該当する材料を

    　指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を

    　指す。

    ①建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第一種、第二種

      及び第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料

    ②建築基準法施行令第20 条の７第４項の規定により国土交通

      大臣の認定を受けた材料

    ③建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第三種ホルム

    　アルデヒド発散建築材料

    ④建築基準法施行令第20 条の７第３項の規定により国土交通

    　大臣の認定を受けた材料

3　発生材の処理等 発生材のうち、発注者に引渡しを要するもの

（1.3.12） ・ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）含有物　・金属類

・その他（　　　　　）

特別管理産業廃棄物の種類及び処理方法

　・有（種類：　　　　　　　　）　・無

　　使用箇所：　　　　　　　　　

　　分析調査の要否　・有　・無（分析調査済）

　　処理方法：　　

・外部足場　設置範囲（　図示　）

　種別　 ※枠組足場　・くさび緊結式足場　・（　昇降足場　）         

・既存部分の養生　　範囲（　図示　）

修繕名称

学校施設課　降矢　利保

一級建築士　大臣登録　第360572号

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　※図示　・（　　　）　　　

　※【表3.3.8～表3.3.9】による　　

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　・種類（　　　）　厚さ（　　　）

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

　※【表3.3.7】による

　・種類（　　　）　厚さ（　　　）

Ｒ８.８

　　（Ｃ種、Ｄ種の場合）利用可能な箇所　※図示 ・（　　　）　



ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

ー

市立上溝中学校Ｂ棟屋上防水修繕

改特
改修特記仕様書（２）

０２

押え金物の材質、形状及び寸法

　※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度　・（　　　）

【3.4.2】

（屋根露出防水絶縁工法、屋根露出防水絶縁断熱工法の場合）

　　　　　・（　　　）

　　設置数量※アスファルトルーフィング類の製造所の指定による

　　種類　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定による

脱気装置の種類及び設置数量【3.4.3】

【3.4.2】 屋根露出防水絶縁断熱工法に用いる断熱材

　　　　　　・（　　　）

（硬質ウレタンフォーム断熱材２種１号又は２号の場合、

断熱材張付け時に防湿用シートの設置　・有　・無

　種類（　　　）　厚さ　・25mm　・50mm　・（　　　）

　透湿係数を除く、JIS A 9521の規格に準ずるもの）

一級建築士　大臣登録　第360572号

学校施設課　降矢　利保

修繕名称

Ｒ８.８

　・合成高分子系ルーフィングシート防水工事

・接着工法

　防水層の種別ングシート防水

　　施工箇所　（　　　）

　　（改修工法）・Ｐ０Ｓ　・Ｓ４Ｓ　・Ｓ３Ｓ　・Ｍ４Ｓ

　　（防水層種別）・Ｓ－Ｆ１　・Ｓ－Ｆ２

　・合成高分子系ルーフィングシート防水工事（断熱工法）

　　施工箇所　（　　　）

　　（改修工法）・Ｐ０ＳＩ　・Ｓ４ＳＩ

　　　　　　　　・Ｓ３ＳＩ　・Ｍ４ＳＩ

　　（防水層種別）・ＳＩ－Ｆ１　・ＳＩ－Ｆ２

補修箇所の形状　　補修箇所の長さ　　補修箇所の数量

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・既存下地の処理

　・有　・無

改修用ルーフドレンの設置

（Ｍ４Ｓ、Ｍ４ＳＩの場合）　・有　・無

　（Ｐ０Ｓ工法、Ｐ０ＳＩ工法の場合）

　　　　　　・（　　　）

　　使用量　※ルーフィングシートの製造所の指定による

ルーフィングシートの種類及び厚さ

6　合成高分子系ルーフィ

　※【表3.5.1】【表3.5.2】による

種類（　　　）　厚さ　・25mm　・50mm　・（　　　）

脱気装置の種類及び設置数量

　設置数量　※ルーフィングシートの製造所の指定による

　　　　　・（　　　）

　　　　　・（　　　）

（Ｐ０Ｓ、Ｐ０ＳＩ、Ｓ４Ｓ、Ｓ４ＳＩ、Ｓ３Ｓ、Ｓ３ＳＩの場合）

　種類　　※ルーフィングシートの製造所の指定による

　　種類（　　　）

　　厚さ（　　　）　　・2㎜（S-F2で軽歩行仕様の場合）

仕上塗料の種類及び使用量（Ｓ－Ｆ１、ＳＩ－Ｆ１の場合）

　　種類　※非歩行仕様（Ｓ－Ｆ１）　　・（　　　）

既存防水層及び保護層（立上り部等）の撤去工程

合成高分子系ルーフィングシート防水工事（断熱工法）に用いる

断熱材

　①硬質ウレタンフォーム断熱材２種１号又は２号の場合

　②ポリエチレンフォーム断熱材の場合

　　透湿係数を除く、JIS A 9521の規格に準ずるもの

　　密度及び熱伝導率が、JIS A 9521の規格に準ずるもの

（3.1.4）

（表3.5.1）

（表3.5.2）

（3.2.5）

（表3.1.1）

（3.2.6）

（表3.5.1）

（表3.5.2）

（3.5.2）

（3.5.3）

プレキャストコンクリート下地の入隅の増張り

（Ｓ－Ｆ１、ＳＩ－Ｆ１の場合）

　・（　　　　）

　・ルーフィングシートの製造所の仕様による

　・（　　　　）

　・ルーフィングシートの製造所の仕様による

プレキャストコンクリート下地の場合の目地処理の方法（3.5.4）

　・合成高分子系ルーフィングシート防水工事

　防水層の種別

　　施工箇所　（　　　）

　・合成高分子系ルーフィングシート防水工事（断熱工法）

　　施工箇所　（　　　）

　　（改修工法）・Ｐ０ＳＩ　・Ｓ４ＳＩ

　　　　　　　　・Ｓ３ＳＩ　・Ｍ４ＳＩ

・機械固定工法

　　（改修工法）・Ｐ０Ｓ　・Ｓ４Ｓ　・Ｓ３Ｓ　・Ｍ４Ｓ

　　（防水層種別）・ＳＩ－Ｍ１　・ＳＩ－Ｍ２

　　（防水層種別）・Ｓ－Ｍ１　・Ｓ－Ｍ２

（3.1.4）

（表3.5.1）

　　（改修工法）・Ｐ1Ｓ

　　（防水層種別）・Ｓ－Ｃ１

・屋内保護密着工法　施工箇所（　　　）（3.5.3）

　・有　・無

改修用ルーフドレンの設置

　（Ｐ０Ｓ工法、Ｐ０ＳＩ工法の場合）

補修箇所の形状　　補修箇所の長さ　　補修箇所の数量

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・既存下地の処理

（Ｐ０Ｓ、Ｐ０ＳＩ、Ｍ４Ｓ、Ｍ４ＳＩの場合）　・有　・無

既存保護層を撤去し、防水層を非撤去とした立上り部等の処理

（Ｐ０Ｓ、Ｐ０ＳＩの場合）

　・（　　　）

（3.2.5）

（表3.1.1）

（3.2.6）

既存防水層（立上り部等）の撤去工程

　　使用量　※ルーフィングシートの製造所の指定による

　　　　　　・（　　　）

ルーフィングシートの種類及び厚さ

　仕上塗料の種類及び使用量（Ｓ－Ｍ１、ＳＩ－Ｍ１の場合）

　　種類　※非歩行仕様（Ｓ－Ｍ１）　　・（　　　）

　※【表3.5.1】【表3.5.2】による

　　種類（　　　）

　　厚さ（　　　）　　・2㎜（S-M2で軽歩行仕様の場合）

（表3.5.1）

（表3.5.2）

（3.5.2）

絶縁用シートの材質（Ｓ－Ｍ１、Ｓ－Ｍ２の場合）

　形状及び寸法　（　　　）

　材質　※防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板及びそれらの鋼板の

　厚さ　※０．４ｍｍ以上　・（　　　）

　　　　・（　　　）

固定金具

　　　　　片面又は両面に樹脂を積層加工したもの

　※発泡ポリエチレンシート　・（　　　）

押え金物の材質、形状および寸法

　※ルーフィングシートの製造所の指定する製品

（3.5.2）

合成高分子系ルーフィングシート防水工事（断熱工法）に用いる

断熱材

　①硬質ウレタンフォーム断熱材２種１号又は２号の場合

　　透湿係数を除く、JIS A 9521の規格に準ずるものとする。

　②ポリエチレンフォーム断熱材は適用しない

断熱材張付け時に防湿用フィルムの設置　・有　・無

　種類（　　　）　厚さ　・25mm　・50mm　・（　　　）

（表3.5.2）

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け （3.5.4）

　建築基準法に基づく風圧力に対応した工法

　　※適用する　　・適用しない

　固定ビスの引抜き試験を実施し、その結果を基に耐風圧算定

　報告書を作成し、監督員の承諾を得ること。

立上りを接着工法とする場合の防水層種別、ルーフィングシート

の種類及び厚さ

　防水層種別　・Ｓ－Ｆ１　・Ｓ－Ｆ２

　種類（　　　）

　厚さ　・1.5mm　　・2㎜（S-M2で軽歩行仕様の場合）

　※ルーフィングシートの製造所の指定する製品

補修箇所の形状　　補修箇所の長さ　　補修箇所の数量

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・既存下地の処理

ルーフィングシートの種類及び厚さ

　・種類（　　　）厚さ（　　　）

　※【表3.5.3】による

モルタルの塗厚　（　　　）

　※こて仕上げの場合、水下で80mm以上

　　床タイル張り等の仕上げの場合、水下で60mm以上

保護層の新設　・有（厚さ　　　）　・無

立上り部の保護モルタル塗厚　※7mm以下　・（　　　）

　　（改修工法）・Ｐ０Ｘ　・Ｌ４Ｘ

　防水層の種別

・塗膜防水工法

　・ウレタンゴム系塗膜防水　施工箇所（　　　）

　・ゴムアスファルト系塗膜防水　施工箇所（　　　）

　　（改修工法）・Ｐ１Ｙ　・Ｐ２Ｙ

　　（防水層種別）Ｙ－２

改修用ルーフドレンの設置　（Ｐ０Ｘ工法の場合）

　・有　・無

補修箇所の形状　　補修箇所の長さ　　補修箇所の数量

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

・既存下地の処理

　　種類（　　　）

仕上塗料の種類及び使用量（Ｘ－１、Ｘ－２の場合）

　　　　　・（　　　）

　　　　　・（　　　）

　種類　※主材料の製造所の仕様による

　設置数量　※主材料の製造所の仕様による

保護層の適用（Ｐ１Ｙ、Ｐ２Ｙの場合）

　・有（厚さ　　　）　・無

7　塗膜防水

　　（防水層種別）・Ｘ－１（絶縁工法）　・Ｘ－２（密着工法）

　　　　　　　・Ｘ－１Ｈ（絶縁工法）　・Ｘ－２Ｈ（密着工法）

脱気装置の種類及び設置数量（絶縁工法の場合）

工程５の保護層の仕様（　　　）

　※保護モルタルとした場合、工程４の絶縁シートは省略

（3.2.6）

（3.5.2）

（表3.5.3）

（表3.1.1）

　　使用量　※主材料の製造所の仕様による　・（　　　）

（3.1.4）

（3.5.4）

（3.6.3）

（表3.6.1）

（表3.6.2）

（3.6.3）

（表3.6.3）

（3.2.5）

（3.2.6）

（表3.6.1）

（3.6.3）

（表3.1.1）

（表3.6.3）



（昇降口Ｒ階）

建物概要

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

Ａ

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

市立上溝中学校Ｂ棟屋上防水修繕 ０１

原図サイズ　Ａ１

敷地概要

工事名称 市立上溝中学校Ｂ棟屋上防水修繕

地名・地番 相模原市中央区横山５－１９－５４

用途地域 第一種中高層住居専用地域

防火指定 準防火地域

その他 ー

敷地面積 ５７,３２２㎡

許容建蔽率 　６０％

許容容積率 ２００％

主要用途 学校

昇降口：ＲＣ平屋建て

Ｂ棟：ＲＣ造３階建て

構造・規模

延床面積

Ｂ棟：２,１９１㎡

昇降口：１５３㎡

建築年度

Ｂ棟：昭和４９年

昇降口：昭和５５年

修繕概要

屋上防水修繕

外部仕上表

部　位

屋　根
（Ｂ棟Ｒ階）

（Ｂ棟ＰＨＲ階）

（昇降口Ｒ階）
屋　根

庇

（Ｂ棟Ｒ階）
（Ｂ棟ＰＨＲ階）

笠　木

端部アルミ押え金物

案内図　Ｓ＝1/2500

工事場所：市立上溝中学校：相模原市中央区横山５－１９－５４

上溝中学校

上溝小

星が丘小

上溝駅

J
R
相

模
線

至橋本

至海老名

上溝高校

Ｎ

平場：下地調整(樹脂モルタル)表し
（シート防水撤去済み）

（シート防水撤去済み）
立上：下地調整(樹脂モルタル)表し

1/2500

1/600

・塩ビシート防水t=2.0(遮熱)による全面改修。

工事概要・仕上表・案内図・配置図

平場：樹脂モルタルの上、シート防水t=2.0(接着工法)

立上：樹脂モルタルの上、シート防水t=2.0(接着工法)

平場：樹脂モルタルの上、シート防水t=2.0(接着工法)

立上：樹脂モルタルの上、シート防水t=2.0(接着工法)

樹脂モルタルの上、シート防水t=2.0(接着工法)

既存仕上げ 備　考

笠　木
（昇降口庇） 端部アルミ押え金物

樹脂モルタルの上、シート防水t=2.0(接着工法)

（昇降口Ｒ階）
EXP-J

スチール縞鋼板EXP-J

屋内運動場

クランド

校舎A棟

校舎D棟

校舎E棟

校舎C棟

渡り廊下

渡
り

廊
下

渡り廊下

渡り廊下

給食配膳室

プール

体育器具庫

保冷庫

屋外便所

備蓄庫

キューピクル

物置

部室

4.0
00

(4
2条

1項
1号

道
路
)

(42条1項1号道路)

楽焼小屋

プロパン庫倉庫

U

昇降口

校舎Ｂ棟

配置図　Ｓ＝1/600

Ｎ

（ＲＣ３階建）

（ＲＣ平屋）

：工事範囲を示す（Ｂ棟校舎、昇降口）

主出入口

工
事
出
入
口

(4
2条

1項
1号

道
路

)

15,000

正門

通
用
門

4,000

4,000

端部アルミ押え金物
樹脂モルタルの上、シート防水t=2.0(接着工法)笠　木

（昇降口Ｒ階）

撤去概要

一部撤去

撤去

平場：

立上：

平場：

立上：

撤去

撤去

平場：水洗い(15MPa)、下地調整の上ウレタン塗膜防水(密着工法:X-2)

立上：水洗い(15MPa)、下地調整の上ウレタン塗膜防水(密着工法:X-2)

撤去

既存のまま

既存のまま

水洗い(15MPa)、仮防水材の上塩ビシート防水t=2.0（遮熱タイプ）

改修仕上げ

水洗い(15MPa)、仮防水材の上塩ビシート防水t=2.0（遮熱タイプ）

撤去

撤去

撤去

水洗い(15MPa)、仮防水材の上塩ビシート防水t=2.0（遮熱タイプ）

水洗い(15MPa)、下地調整の上ウレタン塗膜防水(密着工法:X-2)

水洗い(15MPa)、仮防水材(シート一部撤去部)の上塩ビシート防水t=2.0

水洗い(15MPa)、仮防水材の上塩ビシート防水t=2.0（遮熱タイプ）

水洗い(15MPa)、仮防水材の上塩ビシート防水t=2.0（遮熱タイプ）

修繕名称

一級建築士　大臣登録　第360572号

学校施設課　降矢　利保

端部塩ビ鋼板水切り(L型70×50)、ブチルテープ、端末シーリング

端部塩ビ鋼板水切り(L型70×50)、ブチルテープ、端末シーリング

Ｒ８.８

(遮熱タイプ)(S-M2)(機械固定工法)

(S-M2)(機械固定工法)

(S-M2)(機械固定工法)

(S-M2)(機械固定工法)

(S-M2)(機械固定工法)

(S-M2)(機械固定工法)

SUS304 HL 



※煙突立上り

Ｂ棟ＰＨＲ階平面図（既存）　Ｓ＝1/100

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

Ａ

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

市立上溝中学校Ｂ棟屋上防水修繕

原図サイズ　Ａ１
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ｽﾄﾚｰﾅｰ：上皿共撤去 ｽﾄﾚｰﾅｰ：上皿共撤去 ｽﾄﾚｰﾅｰ：上皿共撤去 ｽﾄﾚｰﾅｰ：上皿共撤去 ｽﾄﾚｰﾅｰ：上皿共撤去 ｽﾄﾚｰﾅｰ：上皿共撤去 ｽﾄﾚｰﾅｰ：上皿共撤去 ｽﾄﾚｰﾅｰ：上皿共撤去 ｽﾄﾚｰﾅｰ：上皿共撤去

4,000

12 13

Ａ

Ｂ

7
,
7
0
0

測量標：周囲300φシート防水t=2.0撤去

水
勾

配

ｽﾃﾝﾚｽ脱気筒：撤去

ｽﾄﾚｰﾅｰ：上皿共撤去 ｽﾄﾚｰﾅｰ：上皿共撤去 ｽﾄﾚｰﾅｰ：上皿共撤去 ｽﾄﾚｰﾅｰ：上皿共撤去 ｽﾄﾚｰﾅｰ：上皿共撤去 ｽﾄﾚｰﾅｰ：上皿共撤去 ｽﾄﾚｰﾅｰ：上皿共撤去 ｽﾄﾚｰﾅｰ：上皿共撤去 ｽﾄﾚｰﾅｰ：上皿共撤去

ｽﾄﾚｰﾅｰ：上皿共撤去

（詳細図参照）

端部アルミ製押え金物（撤去）

端部アルミ製押え金物（撤去）

端部アルミ製押え金物（撤去） 端部アルミ製押え金物（撤去）

111

11

1

1

1

2

2

2

2

2

2

端部アルミ製押え金物（撤去）

1,400800

1,100 1,100

1
,
6
0
0

9
0
0

9
0
0

900 4,000 900 900 4,000 900

1,600

凡　例

ステンレス脱気筒（撤去）

ストレーナー（上皿共撤去）

2.配管基礎：250×400 H=150　コンクリート基礎(可動式)　６ヶ所（撤去）

Ｎ

（詳細図参照）
屋上手摺H=1,350（置き基礎共撤去）

1
,
4
0
0

2
,
1
0
0

1
,
4
0
0

2
,
1
0
0

1,200

500 500

5
0
0

階段室

昇降口Ｒ階平面図（既存）　Ｓ＝1/100

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

2
,
8
0
0

4
,
2
5
0

4
,
2
5
0

4
,
2
5
0

9
0
0

1
2
,
7
5
0

9
0
0

PS

4,000 4,250 4,250 4,250 4,250

900 2,400 700

13 14 15 16 17 18

スチールEXP-J：撤去

端部アルミ製押え金物（撤去）

廊下（Ｂ棟２階）

5
4
5

2,850

屋上手摺H=1,350（置き基礎共撤去）
（詳細図参照）

Ｃ Ｃ’

Ｄ
Ｄ

’

Ｅ
Ｅ

’

Ｆ

タラップ：既存のまま

Ｆ’

Ｇ

1.配管基礎：100×100 H=100　樹脂製型枠基礎(可動式)　８ヶ所（既存のまま）

０２

Ａ
Ａ

’

Ｂ
Ｂ

’

1,600 1,900

煙突天板：ｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄ(既存のまま) 煙突天板：ｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄ(既存のまま) 煙突天板：ｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄ(既存のまま) 煙突天板：ｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄ(既存のまま) 煙突天板：ｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄ(既存のまま) 煙突天板：ｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄ(既存のまま)

12,200

ｽﾃﾝﾚｽ脱気筒：撤去

ｽﾃﾝﾚｽ脱気筒：撤去

ｽﾃﾝﾚｽ脱気筒：撤去

ｽﾃﾝﾚｽ脱気筒：撤去

ｽﾃﾝﾚｽ脱気筒：撤去

ｽﾄﾚｰﾅｰ：上皿共撤去

ｽﾄﾚｰﾅｰ：上皿共撤去 ｽﾄﾚｰﾅｰ：上皿共撤去 ｽﾄﾚｰﾅｰ：上皿共撤去

端部アルミ製押え金物（撤去）

端部アルミ製押え金物（撤去）

端部アルミ製押え金物（撤去）

水勾配 水勾配

水
勾

配

水
勾

配

Ｈ Ｈ’

端部アルミ製押え金物（撤去）

Ｉ Ｉ’

ｽﾄﾚｰﾅｰ：上皿共撤去ｽﾄﾚｰﾅｰ：上皿共撤去

Ｇ
’

1,750

13,950

１／１００

Ｂ棟Ｒ階・ＰＨＲ階・昇降口Ｒ階平面図（既存）

屋根（立上り共）：下地調整(樹脂モルタル)表し(シート防水撤去済み）

ハッチ部：シート防水t=2.0(接着工法)（撤去）

竪樋：ＶＰ100φ（既存のまま）L=4000程度

竪樋：ＶＰ100φ（既存のまま）L=4000程度

屋根：シート防水t=2.0(接着工法)（既存のまま）

笠木：シート防水t=2.0(接着工法)（撤去）

笠木：シート防水t=2.0(接着工法)（撤去）

笠木：シート防水t=2.0(接着工法)（撤去）

笠木：シート防水t=2.0(接着工法)（撤去）

庇：シート防水t=2.0(接着工法)（撤去）

笠木：シート防水t=2.0(接着工法)（撤去）

笠木：シート防水t=2.0(接着工法)（撤去）

笠木：シート防水t=2.0(接着工法)（撤去）

笠木：シート防水t=2.0(接着工法)（撤去）

屋根：シート防水t=2.0(接着工法)（既存のまま）

基礎(W400,H450,L2900)：シート防水t=2.0(接着工法)（既存のまま）

笠木：シート防水t=2.0(接着工法)（撤去）

屋根：シート防水t=2.0(接着工法)（既存のまま）

笠木：シート防水t=2.0(接着工法)（撤去）

修繕名称

一級建築士　大臣登録　第360572号

学校施設課　降矢　利保

Ｒ８.８



ｽﾃﾝﾚｽ脱気筒：新設

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

Ａ

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

市立上溝中学校Ｂ棟屋上防水修繕

原図サイズ　Ａ１

7
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0
0

2
,
3
0
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1
0
,
0
0
0

Ａ

Ｂ

Ｃ
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PS

4,250 4,250 4,000 3,000 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 4,250 5,000 4,000 4,000 4,250 4,250 4,250 4,250

71,000
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配
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勾
配

水
勾

配
水

勾
配

4,000

12 13

Ａ

Ｂ

7
,
7
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水
勾

配

（詳細図参照）
※煙突立上り
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凡　例

Ｎ
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,
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廊下（Ｂ棟２階）

5
4
5

2,850

Ｃ Ｃ’

Ｄ
Ｄ

’

Ｅ
Ｅ

’

Ｆ Ｆ’

Ｇ
Ｇ

’

ｽﾃﾝﾚｽ脱気筒：新設 ｽﾃﾝﾚｽ脱気筒：新設 ｽﾃﾝﾚｽ脱気筒：新設

水
勾

配
水

勾
配

Ｂ棟Ｒ階平面図（改修）　Ｓ＝1/100

ｽﾃﾝﾚｽ脱気筒：新設

測量標：周囲300φウレタン塗膜防水新設

1.配管基礎：100×100 H=100　樹脂製型枠基礎(可動式)　８ヶ所（既存のまま）

2.配管基礎：200×400 H=300　樹脂製型枠基礎(可動式)　６ヶ所（新設）

ステンレス脱気筒（新設）

※ポリマーブロック(PB-300＋PBJ-300)同等品

ステンレスEXP-J：新設

ハッチ部：既存シート防水撤去範囲は下地調整の上施工する

０３

Ｂ
’

Ｂ

Ａ
’

Ａ

1,400800

1,600

1
,
4
0
0

2
,
1
0
0

1
,
4
0
0

2
,
1
0
0

1,200

500 500

5
0
0

1,600 1,900

屋根：水洗い(15MPa)、塩ビシート防水t=2.0(遮熱タイプ) 屋根：水洗い(15MPa)、塩ビシート防水t=2.0(遮熱タイプ)

昇降口Ｒ階平面図（改修）　Ｓ＝1/100

機械的固定工法の固定ディスク＋固定ビス取付時のように音や振動が発生する作業は原則、

土日・祝日・学校休校日等の授業時間外に行うものとする。

Ｂ棟ＰＨＲ階平面図（改修）　Ｓ＝1/100

ｽﾃﾝﾚｽ脱気筒：新設 ｽﾃﾝﾚｽ脱気筒：新設 ｽﾃﾝﾚｽ脱気筒：新設 ｽﾃﾝﾚｽ脱気筒：新設 ｽﾃﾝﾚｽ脱気筒：新設 ｽﾃﾝﾚｽ脱気筒：新設 ｽﾃﾝﾚｽ脱気筒：新設 ｽﾃﾝﾚｽ脱気筒：新設

12,200

水勾配 水勾配

水
勾

配

水
勾

配

Ｈ Ｈ’

ｽﾃﾝﾚｽ脱気筒：新設

ｽﾃﾝﾚｽ脱気筒：新設

ｽﾃﾝﾚｽ脱気筒：新設

Ｉ

1,750

13,950

屋根：水洗い(15MPa)、下地調整の上ウレタン塗膜防水(密着工法:X-2)

笠木：水洗い(15MPa)、下地調整の上ウレタン塗膜防水(密着工法:X-2)

Ｉ’

改修用ドレン新設（ｽﾄﾚｰﾅｰ(H150以上)共）

改修用ドレン新設（ｽﾄﾚｰﾅｰ(H150以上)共）

改修用ドレン新設
（ｽﾄﾚｰﾅｰ(H150以上)共）

改修用ドレン新設
（ｽﾄﾚｰﾅｰ(H150以上)共）

改修用ドレン(横引き)新設（ｽﾄﾚｰﾅｰ共）

改修用ドレン(横引き)新設（ｽﾄﾚｰﾅｰ共）

改修用ドレン(横引き)新設（ｽﾄﾚｰﾅｰ共）

改修用ドレン新設（ストレーナー(H150以上)共）

改修用ドレン(横引き)新設（ストレーナー共）

改修用ドレン新設
（ｽﾄﾚｰﾅｰ(H150以上)共）

改修用ドレン新設
（ｽﾄﾚｰﾅｰ(H150以上)共）

改修用ドレン新設
（ｽﾄﾚｰﾅｰ(H150以上)共）

改修用ドレン新設
（ｽﾄﾚｰﾅｰ(H150以上)共）

改修用ドレン新設
（ｽﾄﾚｰﾅｰ(H150以上)共）

改修用ドレン新設
（ｽﾄﾚｰﾅｰ(H150以上)共）

改修用ドレン新設
（ｽﾄﾚｰﾅｰ(H150以上)共）

改修用ドレン新設
（ｽﾄﾚｰﾅｰ(H150以上)共）

改修用ドレン新設
（ｽﾄﾚｰﾅｰ(H150以上)共）

改修用ドレン新設
（ｽﾄﾚｰﾅｰ(H150以上)共）

改修用ドレン新設
（ｽﾄﾚｰﾅｰ(H150以上)共）

改修用ドレン新設
（ｽﾄﾚｰﾅｰ(H150以上)共）

改修用ドレン新設
（ｽﾄﾚｰﾅｰ(H150以上)共）

改修用ドレン新設
（ｽﾄﾚｰﾅｰ(H150以上)共）

改修用ドレン新設
（ｽﾄﾚｰﾅｰ(H150以上)共）

改修用ドレン新設
（ｽﾄﾚｰﾅｰ(H150以上)共）

１／１００

Ｂ棟Ｒ階・ＰＨＲ階・昇降口Ｒ階平面図（改修）

屋根：水洗い(15MPa)、塩ビシート防水t=2.0(遮熱タイプ)

基礎(W400,H450,L2900)：水洗い(15MPa)、塩ビシート防水t=2.0(遮熱タイプ)

笠木：水洗い(15MPa)、仮防水材の上塩ビシート防水t=2.0(遮熱タイプ)

笠木：水洗い(15MPa)、仮防水材の上塩ビシート防水t=2.0(遮熱タイプ)

屋根：水洗い(15MPa)、仮防水材の上塩ビシート防水t=2.0(遮熱タイプ)

笠木：水洗い(15MPa)、仮防水材の上塩ビシート防水t=2.0(遮熱タイプ)

笠木：水洗い(15MPa)、仮防水材の上塩ビシート防水t=2.0(遮熱タイプ)

笠木：水洗い(15MPa)、仮防水材の上塩ビシート防水t=2.0(遮熱タイプ)

笠木：水洗い(15MPa)、仮防水材の上塩ビシート防水t=2.0(遮熱タイプ)

笠木：水洗い(15MPa)、仮防水材の上塩ビシート防水t=2.0(遮熱タイプ)

笠木：水洗い(15MPa)、仮防水材の上塩ビシート防水t=2.0(遮熱タイプ)

端部塩ビ鋼板水切り(L型70×50)、ブチルテープ、端末シーリング

端部塩ビ鋼板水切り(L型70×50)、ブチルテープ、端末シーリング

端部塩ビ鋼板水切り(L型70×50)、ブチルテープ、端末シーリング

端部塩ビ鋼板水切り(L型70×50)、ブチルテープ、端末シーリング

端部塩ビ鋼板水切り(L型70×50)、ブチルテープ、端末シーリング

端部塩ビ鋼板水切り(L型70×50)、ブチルテープ、端末シーリング

一級建築士　大臣登録　第360572号

学校施設課　降矢　利保

修繕名称

Ｒ８.８

(S-M2)(機械固定工法)

(S-M2)(機械固定工法)

(S-M2)(機械固定工法)

(S-M2)(機械固定工法)

(S-M2)(機械固定工法)

(S-M2)(機械固定工法)

端部塩ビ鋼板水切り(L型70×50)、ブチルテープ、端末シーリング

端部塩ビ鋼板水切り(L型70×50)、ブチルテープ、端末シーリング

(S-M2)(機械固定工法)

(S-M2)(機械固定工法)

(S-M2)(機械固定工法)

(S-M2)(機械固定工法)

(S-M2)(機械固定工法)

(S-M2)(機械固定工法)

(S-M2)(機械固定工法)



ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

Ａ

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

市立上溝中学校Ｂ棟屋上防水修繕

原図サイズ　Ａ１

部分詳細図１
０４

屋上手摺詳細図 Ｓ＝１／２０

Ａ

1,600

2,100

Ｓ＝１／１０

410

4
4
0

（既存保護レンガ）

（既存アスファルト防水）

改　修既　存

既　存

Ａ

1,600

2,100

410

4
4
0

改　修

Ｓ＝１／１５

Ｓ＝１／１５

900

1,400

410

既　存

Ｃ

4
7
0

900

1,400

410

4
7
0

Ｃ

改　修

▽ＲＳＬ

屋上手摺(基礎共撤去)

（撤去）

竪樋：既存のまま

笠木端部アルミ押え金物(撤去)

(一般部シート防水撤去範囲)

（撤去） （既存のまま）
上皿及びストレーナー(撤去)

▽ＲＳＬ

平型塩ビ鋼板W=50程度(新設)

改修用ドレン100φ(新設)

入隅用塩ビ鋼板(L型50×50程度)(新設)

入隅用塩ビ鋼板(L型50×50程度)(新設)

平型塩ビ鋼板W=50程度(新設)

竪樋：既存のまま

▽ＲＳＬ

(一般部シート防水撤去範囲)

屋上手摺(基礎共撤去)

笠木端部アルミ押え金物(撤去)

上皿及びストレーナー(撤去)

（既存のまま） （撤去）

平型塩ビ鋼板W=50程度(新設)

▽ＲＳＬ

平型塩ビ鋼板W=50程度(新設)
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（既存保護コンクリート）

3
5
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5
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125 950

640

1
,
1
0
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7
0

3
0
0

（既存保護レンガ）

（既存アスファルト防水）

アルミ製天板t=2.0(既存のまま)

125125 950

1,200

1
1
0

4
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7
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1
1
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500
(煙突周囲シート防水撤去範囲)

（既存保護コンクリート）

3
5
0

アルミ製天板t=2.0(既存のまま)

125

5
0

125 950

640

1
,
1
0
0

3
0
0

吹付タイル(既存のまま)

アルミ押え金物(撤去)

シーリング(撤去)

吹付タイル(既存のまま)

500
(煙突周囲シート防水撤去範囲)

笠木端部塩ビ鋼板水切り(L型70×50)(新設)

(ｽﾄﾚｰﾅｰ(H150以上)共)

笠木端部塩ビ鋼板水切り(L型70×50)(新設)

(ｽﾄﾚｰﾅｰ(H150以上)共)
改修用ドレン100φ(新設)

１／１０
１／１５
１／２０

屋上煙突詳細図（６ヶ所） Ｂ棟Ｒ階パラペット廻り詳細図（ＡーＡ’断面）

端部取合いシーリングＭＳ－２(新設)

(仮防水材範囲)

(仮防水材範囲)

手摺：50×25(撤去)

手摺：50×30(撤去) 手摺子：15×15@100(撤去)支柱：50×50@1800(撤去)

控柱：30φ@3600(撤去)

くぐり止め：50×25(撤去)

1,8001,800@1,800

置き基礎：250×500(撤去)

基礎下シート二重張り(撤去)

1
5
0
1
0
0

1
,
1
0
0

1
,
3
5
0

@1,800

屋上手摺展開図　Ｓ＝1/20

控柱：30φ@3600(撤去)

1
5
0
1
0
0

1
,
1
0
0

1
,
3
5
0

500

2
5
0

支柱：50×50@1800(撤去)

1
5
0
1
0
0

1
,
1
0
0

1
,
3
5
0

500

2
5
0

支柱：50×50@1800(撤去)

置き基礎：250×500(撤去)

基礎下シート二重張り(撤去)

置き基礎：250×500(撤去)

基礎下シート二重張り(撤去)

屋上手摺断面図１　Ｓ＝1/20 屋上手摺断面図２　Ｓ＝1/20

Ｂ棟Ｒ階パラペット廻り詳細図（ＢーＢ’断面）

350

立上：樹脂モルタルの上、シート防水t=2.0(接着工法)(撤去)

立上：水洗い(15MPa)、仮防水材の上塩ビシート防水t=2.0（遮熱タイプ）

屋根：水洗い(15MPa)、仮防水材の上塩ビシート防水t=2.0（遮熱タイプ）

(仮防水材範囲)

立上：水洗い(15MPa)、仮防水材の上塩ビシート防水t=2.0（遮熱タイプ）

屋根：水洗い(15MPa)、仮防水材の上塩ビシート防水t=2.0（遮熱タイプ）

入隅用塩ビ鋼板(L型50×50程度)(新設)

ブチルテープ、端末シーリング

立上：シート防水t=2.0(接着工法)(撤去)

屋根：シート防水t=2.0(接着工法)

ブチルテープ、端末シーリング
立上：シート防水t=2.0(接着工法)(撤去)

屋根：シート防水t=2.0(接着工法)

ブチルテープ(新設)

アルミニウム製水切 30×80（ブチルテープ共）(新設)

修繕名称

一級建築士　大臣登録　第360572号

学校施設課　降矢　利保

Ｒ８.８

塩ビ鋼板(新設)

平型塩ビ鋼板W=50程度（新設）

(S-M2)(機械固定工法)

(S-M2)(機械固定工法)

(S-M2)(機械固定工法)

(S-M2)(機械固定工法)

立上りシート防水t=2.0機械固定工法(新設)



1,600

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

Ａ

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

市立上溝中学校Ｂ棟屋上防水修繕

原図サイズ　Ａ１

Ｓ＝１／１５

12

1,600

200

2
6
0
～

3
3
0

既　存

12

200

2
6
0
～

3
3
0

改　修

(シート防水撤去範囲)

（撤去）（既存のまま）

アゴ上防水端部詳細図参照 アゴ上防水端部詳細図参照

入隅用塩ビ鋼板(L型50×50程度)(新設)

平型塩ビ鋼板W=50程度(新設)

外壁：既存のまま

部分詳細図２
０５

アルミ押え金物(撤去)

シーリング(撤去)

既　存

200

外壁：既存のまま

200

ビス頭シーリング(MS-2)(新設)

シーリング(MS-2)(新設)

平型塩ビ鋼板W=50程度(新設)

改　修

外壁：既存のまま

Ｓ＝１／３

シーリング(MS-2)(新設)

１／３
１／１５

アルミ押え金物(撤去)

4
4
0

▽ＲＳＬ

1,600

410

笠木端部アルミ押え金物(撤去)

4
4
0

Ａ

Ｓ＝１／１５

4
4
0

▽ＲＳＬ

1,600

410

4
4
0

Ａ

外壁：既存のまま

入隅用塩ビ鋼板(L型50×50程度)(新設)

既　存 改　修

外壁：既存のまま

265

255 10

平型塩ビ鋼板W=50程度(新設)

ブチルテープ、端末シーリング

階段室

ウレタン塗膜防水(密着工法:X-2)
ハッチ部(外壁側面)：

100

階段室

ウレタン塗膜防水(密着工法:X-2)
(サッシ周囲重ね幅100立上り共)

笠木端部塩ビ鋼板水切り(L型70×50)(新設)

塩ビシート防水t=2.0（遮熱タイプ）

Ｂ棟Ｒ階アゴ部分防水詳細図（ＣーＣ’断面）

Ｂ棟Ｒ階パラペット・アゴ部分防水詳細図（ＤーＤ’断面）

L型塩ビ鋼板10×50程度(新設)

平型塩ビ鋼板W=50程度(新設)

(接着工法)

(仮防水材範囲)

屋根：水洗い(15MPa)、仮防水材の上塩ビシート防水t=2.0（遮熱タイプ）

立上：水洗い(15MPa)、仮防水材の上塩ビシート防水t=2.0（遮熱タイプ）

立上：水洗い(15MPa)、仮防水材の上

平場：水洗い(15MPa)、仮防水材の上塩ビシート防水t=2.0（遮熱タイプ）

立上：水洗い(15MPa)、仮防水材の上

Ｓ＝１／３

改　修既　存

アルミ押え金物(撤去)

アルミ押え金物(撤去)

シーリング(撤去)

外壁：既存のまま

立上：樹脂モルタルの上、シート防水t=2.0(撤去)

シーリング(撤去)
ウレタン塗膜防水(密着工法:X-2)

100

(サッシ周囲重ね幅立上り共)

シーリングMS-2(新設)

ハッチ部(外壁側面)：
ウレタン塗膜防水(密着工法:X-2)

ビス頭シーリング(MS-2)(新設)

シーリング(MS-2)(新設)

平型塩ビ鋼板W=50程度(新設)

(接着工法)

(接着工法)

立上：水洗い(15MPa)、仮防水材の上

端部：エンドカバー(新設)

Ｂ棟Ｒ階サッシ下端納まりイメージ

平型塩ビ鋼板W=50程度(新設)

端部：エンドカバー

ハッチ部：ウレタン塗膜防水

立上：シート防水t=2.0(接着工法)(撤去)

屋根：シート防水t=2.0(接着工法)

立上：シート防水t=2.0(撤去)

平場：シート防水t=2.0(撤去)

立上：シート防水t=2.0(撤去)

ブチルテープ(新設)

ブチルテープ(新設)
立上：シート防水t=2.0(撤去)

修繕名称

一級建築士　大臣登録　第360572号

学校施設課　降矢　利保

Ｒ８.８

(S-M2)(機械固定工法)

(S-M2)(機械固定工法)

塩ビシート防水t=2.0(遮熱タイプ)(S-M2)(機械固定工法)

(S-M2)(機械固定工法)

(S-M2)(機械固定工法)

塩ビシート防水t=2.0(遮熱タイプ)(S-M2)(機械固定工法)

(接着工法)

(接着工法)

Ｂ棟Ｒ階アゴ上防水端部詳細図（Ｃ-Ｃ’断面）

Ｂ棟Ｒ階サッシ下端詳細図（ＤーＤ’断面）

アルミ水切り（L型80×30）(新設)



ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

Ａ

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

市立上溝中学校Ｂ棟屋上防水修繕

原図サイズ　Ａ１

０６
部分詳細図３

１／１５

１／３

Ｓ＝１／１５

3
0
0

410 平型塩ビ鋼板W=50程度(新設)

入隅用塩ビ鋼板(L型50×50程度)(新設)

3
0
0

410

笠木端部アルミ押え金物(撤去)

立上：下地調整(樹脂モルタル)表し（シート防水撤去済み）

既　存 改　修

笠木端部塩ビ鋼板水切り(L型70×50)(新設)

昇降口Ｒ階パラペット防水詳細図（ＨーＨ’断面）

屋根：下地調整(樹脂モルタル)表し（シート防水撤去済み）

水勾配

屋根：水洗い(15MPa)、仮防水材の上

水勾配

4
7
0

100

シーリング(撤去)

アルミ押え金物(撤去)

4
7
0

100

端部取合いシーリング15×15(MS-2)(新設)

EXP-J：SUS304 HL t=3.0(新設)

4
0

30
シーリング(撤去)

既　存 改　修

立上：下地調整(樹脂モルタル)表し（シート防水撤去済み）

屋根：下地調整(樹脂モルタル)表し（シート防水撤去済み）

補助シート軟質塩ビt=0.9(新設)

ハッチ部：モルタル斫り30×40(カッター入れ共)

35

入隅用塩ビ鋼板(新設)
(L型50×50程度)

屋根：水洗い(15MPa)、仮防水材の上

ハッチ部：樹脂モルタル充填

35

2
5
0

2
5
0

立上：水洗い(15MPa)、仮防水材の上

平型塩ビ鋼板W=50程度(新設)

昇降口Ｒ階ＥＸＰ－Ｊ部分防水詳細図（ＧーＧ’断面） Ｓ＝１／１５

ＰＨＲ階パラペット詳細図（ＦーＦ’断面） Ｓ＝１／１５

外壁：既存のまま

200

13

250

笠木端部塩ビ鋼板水切り

1
,
0
0
0

3
7
0

6
3
0

平型塩ビ鋼板W=50程度(新設)
(L型70×50)(新設)

12

200

250

タラップ：既存のまま

笠木端部塩ビ鋼板水切り

ブチルテープ、端末シーリング
(L型70×50)(新設)

4
5
0

400

入隅用塩ビ鋼板(新設)
(L型50×50程度)

入隅用塩ビ鋼板(新設)
(L型50×50程度)

4,000

3,500

改　修

基礎：水洗い(15MPa)、塩ビシート防水t=2.0（遮熱タイプ）

平型塩ビ鋼板W=50程度(新設) 平型塩ビ鋼板W=50程度(新設)

立上：水洗い(15MPa)、仮防水材の上

外壁：既存のまま

200 200

（撤去）

13

250

笠木端部アルミ押え金物(撤去)

1
,
0
0
0

3
7
0

6
3
0

12

200200

（撤去）

250

笠木端部アルミ押え金物(撤去)

笠木端部アルミ押え金物(撤去)

（既存のまま）（既存のまま）

4
5
0

400

4,000

3,500

（既存のまま）

既　存

タラップ：既存のまま

Ｓ＝１／１５

外壁：既存のまま

Ｂ

階段室

285

1
3
0

2
0
0

7
0

4
0
0

既　存

355

Ｂ

階段室

285

1
3
0

2
0
0

7
0

4
0
0

355

改　修

出入口扉下端詳細図参照

出入口扉下端詳細図参照

塩ビシート防水t=2.0（遮熱タイプ）

塩ビシート防水t=2.0（遮熱タイプ）

Ｂ棟Ｒ階階段室出入口詳細図（ＥーＥ’断面）

入隅用塩ビ鋼板(L型50×50程度)(新設)

(接着工法)

(接着工法)

階段：水洗い(15MPa)、仮防水材の上

屋根：水洗い(15MPa)、仮防水材の上

Ｓ＝１／３

改　修

80シーリング(MS-2)(新設)

既　存

アルミ押え金物(撤去)

シーリング(撤去)

アルミ押え金物(撤去)

外壁：既存のまま

ビス頭シーリング(MS-2)(新設)

シーリング(MS-2)(新設)

ウレタン塗膜防水(密着工法:X-2)

塩ビシート防水t=2.0（遮熱タイプ）

Ｂ棟Ｒ階出入口扉下端詳細図

ブチルシール(新設)

L型塩ビ鋼板10×50程度(新設)

(接着工法)

立上：水洗い(15MPa)、仮防水材の上塩ビシート防水t=2.0（遮熱タイプ）

階段：水洗い(15MPa)、仮防水材の上

平場：水洗い(15MPa)、塩ビシート防水t=2.0（遮熱タイプ）

平場周囲：水洗い(15MPa)、仮防水材の上塩ビシート防水t=2.0

階段：シート防水t=2.0(撤去)

屋根：シート防水t=2.0(撤去)

立上：シート防水t=2.0(接着工法)(撤去)

基礎：シート防水t=2.0(接着工法)

屋根：シート防水t=2.0(接着工法)

階段：シート防水t=2.0(撤去)

ブチルテープ、端末シーリング

ブチルテープ(新設)

ブチルテープ、端末シーリング

笠木：シート防水t=2.0(接着工法)(撤去)

一級建築士　大臣登録　第360572号

学校施設課　降矢　利保

修繕名称

Ｒ８.８

(S-M2)(機械固定工法)

(S-M2)(機械固定工法)

外壁(ﾊｯﾁ部分):下地調整（C-2）

(S-M2)(機械固定工法)の上ウレタン塗膜防水(密着工法:X-2)

(S-M2)(機械固定工法)

(S-M2)(機械固定工法)

(S-M2)(機械固定工法)

塩ビシート防水t=2.0(遮熱タイプ)(S-M2)(機械固定工法)

(遮熱タイプ)(S-M2)(機械固定工法)

耐火帯(新設)
耐火帯(撤去)

EXP-J：SUS-4.5(撤去)

塩ビシート防水t=2.0(遮熱タイプ)(S-M2)(機械固定工法)

塩ビシート防水t=2.0(遮熱タイプ)(S-M2)(機械固定工法)

立上：水洗い(15MPa)、仮防水材の上
塩ビシート防水t=2.0(遮熱タイプ)(S-M2)(機械固定工法)

塩ビシート防水t=2.0(遮熱タイプ)(S-M2)(機械固定工法)

ウレタン塗膜防水重ね巾100以上
小口(ﾊｯﾁ部):下地調整の上

アルミ水切り（L型80×30）(新設)

550550



ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

Ａ

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

市立上溝中学校Ｂ棟屋上防水修繕

原図サイズ　Ａ１

Ｓ＝１／１５

１／５
１／１５
１／３０

昇降口庇防水詳細図（ＩーＩ’断面）

笠木端部アルミ押え金物(撤去)

外壁：既存のまま

上皿及びストレーナー(撤去)

2201,520

屋根：下地調整(樹脂モルタル)表し（シート防水撤去済み）

アルミ押え金物(撤去)

シーリング(撤去)

立上：下地調整(樹脂モルタル)表し（シート防水撤去済み）

上皿及びストレーナー(撤去)

410

2
0
0

1
2
0

外壁：既存のまま

既　存

笠木端部アルミ押え金物(撤去)

5
2
0

竪樋：ＶＰ100φ（撤去）

2201,520410

2
0
0

1
2
0

(ｽﾄﾚｰﾅｰ共)

ブチルテープ、端末シーリング

改　修

改修用ドレン100φ(新設)

(密着工法:X-2)

シーリング(MS-2)(新設)

(密着工法:X-2)

改修用ドレン(横引き)100φ(新設)

(ｽﾄﾚｰﾅｰ(H150以上)共)

立上：水洗い(15MPa)、下地調整(C-2)の上ウレタン塗膜防水

立上：水洗い(15MPa)、下地調整(C-2)の上ウレタン塗膜防水

笠木端部塩ビ鋼板水切り(L型70×50)(新設)

立上：水洗い(15MPa)、仮防水材の上

屋根：水洗い(15MPa)、仮防水材の上

屋根：水洗い(15MPa)、下地調整(C-2)の上ウレタン塗膜防水(密着工法:X-2)

5
2
0

3
5
0

平型塩ビ鋼板W=50程度(新設)

竪樋：カラーＶＰ100φ（新設）

Ｂ棟ＰＨＲ階設備基礎詳細図

1 ：配管基礎：100×100 H=100 樹脂製型枠基礎(可動式) ８ヶ所（既存のまま）

2 ：既存配管基礎：250×400 H=150 コンクリート基礎(可動式) ６ヶ所（撤去）

改修配管基礎：200×400 H=300 樹脂製型枠基礎(可動式) ６ヶ所（新設）
※ポリマーブロック(PB-300＋PBJ-300)同等品

12 13

4,000

1

1 1

1

1 1

2

2

2

2
2

2

1

1

Ｂ

既　存

400

1
5
0

配管支柱：Ｌ-50×50×4

コンクリート基礎(撤去)

400

改　修

Ｓ＝１／５,１／３０

配管支柱切断

配管支柱：Ｌ-50×50×4

3
0
0

樹脂製型枠基礎(新設)

増張りシート(新設)

コンクリート充填

部分詳細図４
０７

笠木：シート防水t=2.0(接着工法)(撤去)

立上：シート防水t=2.0

屋根：シート防水t=2.0(接着工法)(撤去)

立上：シート防水t=2.0(接着工法)(撤去)

修繕名称

一級建築士　大臣登録　第360572号

学校施設課　降矢　利保

Ｒ８.８

塩ビシート防水t=2.0(遮熱タイプ)(S-M2)(機械固定工法)

塩ビシート防水t=2.0(遮熱タイプ)(S-M2)(機械固定工法)



主出入口：職員・生徒用出入口

ＳＡＧＡＭＩＨＡＲＡ
相模原市

設計資格者氏名 課　長 縮尺

設計年月日

図面名称 図面番号

Ａ

総括主幹 総括副主幹総括副主幹 担　当 検　算

市立上溝中学校Ｂ棟屋上防水修繕

原図サイズ　Ａ１

仮設計画図（参考図）

屋内運動場

校舎A棟

校舎D棟

校舎E棟

校舎C棟

渡り廊下

渡り廊下

給食配膳室

プール

体育器具庫

屋外便所

備蓄庫

(42条1項1号道路)

楽焼小屋
U

4,000

4,000

正門

通
用
門

工
事
出
入
口

校舎Ｂ棟

（ＲＣ３階建）

昇降口
（ＲＣ平屋）

プロパン庫

倉庫

保冷庫

渡り廊下

渡
り

廊
下

物置

キュービクル

Ｎ

1/300

仮設計画図（参考図）　Ｓ＝1/300

：工事範囲を示す（Ｂ棟校舎、昇降口）

ｽﾛｰﾌﾟ

ｽ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ

主出入口

【学校敷地内を車両が通行する場合に遵守すべきこと】

・学校敷地内は最徐行を行うこと。

・敷地内の駐車スペースより車両通行を開始する前には、車両周辺の前後左右の確認を行うこと。

・２人以上で車両通行する場合には、１人が車両から降りて先導すること。

・１人で車両通行する場合には、原則として事前に学校内にいる人に連絡を入れ先導してもらうか、

　ハザードランプを点灯させて最徐行すること。

仮囲い:10ｍ

仮
囲

い
:
17

ｍ

仮囲い:4ｍ

仮
囲

い
:7

ｍ

仮囲い:1ｍ

凡　例

キャスターゲート　W=6,000

工事車両出入口

屋上周囲：スタンション足場（落下防止仮設手摺）

昇降足場(W=900)

スロープの利用に支障ないようにする事

敷鉄板(6.096×1.524　ｔ=22)　８枚、75㎡

クランド

誘

・部活動の為、生徒が出入りすることがあるので注意すること

工事において使用する工事用水及び電力は原則として学校敷地内の水道・電気施設を使用することはできない。

やむをえず学校敷地内の水道・電気施設を使用する場合は、

使用量計測用のメーターを設置し、その設置した場所からのみの使用とすること。

また、設置位置については監督員及び学校に確認を行い決定すること。

なお使用した工事用水、電力については、学校立ち合いのもと使用量計測メーターの確認を行い、

使用量相当分を使用完了後若しくは引き渡し後速やかに納入すること。

仮囲い:2.5ｍ仮囲い:7ｍ
仮囲い:2.5ｍ

倉庫

誘 重機入場時は付き添うこと

誘 重機退場時は付き添うこと

昇降足場H=5400

昇降足場H=13900
昇降足場H=7100

砂利敷き

砂利敷き

砂利敷き

０８

仮囲い（ガードフェンスH=1.8m）計５１ｍ

修繕名称

一級建築士　大臣登録　第360572号

学校施設課　降矢　利保

資材置場兼工事駐車場

16tﾗﾌﾀｰ

ラフター

Ｒ８.８

支柱：単管φ42.7、設置間隔：＠2000以内

交通誘導員（７人）防水材料・仮設足場搬出入時（土日）

７日間（撤去、荷上げ、廃材降し）


